
激しく星形成を行っている近傍矮小銀河の可視光面分光観測	
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/0&'121#/23443(%#53%1#67870314#-//564.#
¥!輝線等価幅が非常に大きい銀河 -/9- : ! .#;#!<<#=など.#
¥!>8*1#+(2?7+&#)@7'A銀河、B'11%#?17銀河は//56 に該当することが多い#
¥!古い星集団が少ない、若いスターバースト銀河だと考えられる#

¥!近傍//56 は高赤方偏移の星形成銀河と似た性質で、観測が難しい高赤
方偏移の銀河の良い実験室#

¥!小星質量 -! C#D#!<E#! ☉.#
¥!低金属量 -"#D#<"F#"☉.#
¥!高い4GHI#-J#GHI#K#! CL#!<MNO!< ME#P'M!.#

! #近傍//56 を面分光観測し、激しい星形成の原因を推定する#
##-本ポスターではデータ解析まで報告.#

観測ターゲット選出#
¥!GQGG#Q7&7#I181741#!<のスペクトルアーカイブから、/9- : ! .#;#F<<#=の天体#
! ###R#<"!の//56 数十天体#
¥!距離 R#F<<#S?+で、GQGG画像 -TGH#D#!"UVV.#で複数クランプが確認できる銀河#
! #以下のF天体#

W"#データ解析	

観測#
¥!望遠鏡X#国立天文台 岡山天体物理観測所 !YY#+2望遠鏡#
¥!観測装置X#Z[[5GM$H\#-ファイバー型面分光装置.#
¥!観測日X#F<!]年!F月F]MFN日#
¥!天気X#晴れ時々曇り#
¥!4113%BX#!"]VVOWVV#
¥!使用グリズムX#^("#]#-" #J#U<W<ONW!<#=、$#J#U<<O_<<.#
¥!視野X#!ファイバーあたり!"YVV、全部で直径W<VV	

F"#天体選出と観測	

足し合わせ後の各種輝線比マップ	

\6` #EEW	

\6`#EEW#:#マップ	複数フレーム足し上げ#
¥!GKを̂上げるために、複数フレームを足し上げたい#
¥!フレームごとに視野 -天体位置. が異なる#
¥!F次元ファイバーアレイのファイバー端面配置が円の最密

充填配置で、かつファイバー間に隙間あり#
¥!正方格子グリッドに変換したい#
! #Z[[5GM$H\用複数フレーム足し上げソフトウェアを開発#

近傍//56 のaTb図#-$c(&(d#1&#78"#
F<!!. 	

c#D#FOWの星形成銀河のaTb図 
-G&13)18#1&#78"#F<!U.	

/9- : ! .#;#!<<#=##
/9- : ! .#;#]<#=	

GQGG
銀河	

一次処理#
¥!一次処理は各フ

レームで行う#
¥!$IeHとZ[[5GM$H\用

オリジナルソフト
ウェアを使用#

手順#
¥!>374引き#
¥!+(423+#'7P取り除き#
¥!スペクトル切り出し、

フラット補正、波長
較正 -$IeHKfP)'7
パッケージを使用.#

¥!夜光引き#
¥!g*0較正#
¥!-画像再合成.	

Z[[5GM$H\生データ。横方向が波長方向、縦方向がファ
イバースリット方向。	

Z[[5GM$H\データ解析マニュアルは以下のページにあります#
fh?XKK@@@"i*474&'("iP(&(M*"7+"j?KDi7c*P7K?Mi((84K'1)*+,(%K3%)10"f&28	

-左図. あるフレームの: #再合成画像。! つ! つの丸がファイバーを表している。
上が北、左が東である。 -右図. 左図の矢印で示したファイバーのスペクトル	

!	

¥!足し上げ方式は)'3cc81方式 -H'*+f&1'#k#:((i#
F<<F.#

¥!グリッドのg*0#%#J#$&l'-(&l'#)&l'.#K#$&l'-)&l'.#
¥!&X#ファイバー$Q#
¥!'X#フレーム$Q#
¥!(&l'X#ファイバーのg*0#
¥!)&l'X#各グリッド内における、ファイバーの占

有面積 -右図の水色領域の面積.#

¥!各波長でこの処理を行う#
¥!各フレームの相対位置ずれは、: #マップか

ら測定	

`6`6#<<NM<F]	

: #強度	 m^$$n#K#:##-\6`X#<O
<"Wl#`6`6X#<O<"!.	

mG$$n#K#:##-<O<"W.	

m[$$$n#K#: ! #-<ON.	 m^$$n#K#mG$$n#-<O!.	 m[$$$nUW_W#K#m[$$$n]<<N#-\6`X#
<O<"Wl#`6`6X#<O<"!.	

: ##K#: ! #-<ON.	 d18(+3&P#-o]<#i2K4.	 H9:S-: #.#-!FO!_#=.	

¥!天体名X#\6`#
EEW#

¥!距離X#U!"F#S?+#
¥!一番明るいク

ランプの/9#
-: ! .#J#FUF#=	

¥!天体名X#`6`6#
<<NM<F]#

¥!距離X#!N"N#S?+#
¥!一番明るいク

ランプの/9#
-: ! .#J#F__#=	

]<VV	 U<VV	

-右表が各図の内容とカラーバーの範囲.	

考察 -?'18323%7'P.#
¥!中心部の輝線比はGQGGと+(%434&1%&#
¥!どちらの銀河のどの領域も、輝線比は低金属量の星形成で説明で

きるだろう#

¥!\6`#EEWは、一番明るい領域とその他の領域で、輝線比と速度が
少し異なる#

¥!`6`6#<<NM<F]はどの領域もほぼ同じ輝線比と速度#
¥!%*#D#!]#i2K4の'(&7,(%にも見える？#
¥!: ##K#: ! #D#WOU#

D_<VV	


